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つおさん 

つ が お さん 

継 

鹿 

尾 

山
（
犬
山
国
有
林
）

 

［
愛
知
所
］
愛
知
県
の
最
北
部
、
全
県
地
図
を

見
る
と
、
少
し
出
っ
張
り
の
あ
る
部
分
。
木
曽

川
を
隔
て
尾
張
國
と
美
濃
國
の
境
に
位
置
す
る

継
鹿
尾
山
。
山
頂
を
含
め
一
帯
は
、
犬
山
国
有

林
で
飛
騨
木
曽
川
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い

る
景
勝
地
で
す
。

　

標
高
二
七
三
㍍
の
継
鹿
尾
山
は
、
東
海
の
百

山
に
選
ば
れ
低
山
な
が
ら
も
様
々
な
山
々
か
ら

な
り
、
そ
の
登
山
道
は
東
海
自
然
歩
道
と
し
て

整
備
さ
れ
、
休
日
と
も
な
れ
ば
多
く
の
ハ
イ

カ
ー
が
訪
れ
ま
す
。
ま
た
、
西
側
の
麓
に
は
約

千
三
百
五
十
年
前
に
建
て
ら
れ
た
「
八
葉
連
台

寺 

寂
光
院
」
が
建
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
寂
光

院
は
別
名
「
も
み
じ
寺
」
と
し
て
親
し
ま
れ
、

紅
葉
の
時
期
に
は
た
く
さ
ん
の
見
物
客
で
賑
わ

い
ま
す
。

　

継
鹿
尾
山
へ
は
、
登
山
口
か
ら
お
よ
そ
三
〇

分
で
登
る
こ
と
が
で
き
、
山
登
り
と
い
う
に
は

物
足
り
な
い
も
の
の
、
山
頂
展
望
台
か
ら
見
下

ろ
す
眺
め
は
絶
景
で
、
県
境
を
悠
々
と
流
れ
る

大
河
（
木
曽
川
）
は
、
風
景
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中

部
を
流
れ
る
ラ
イ
ン
川
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら

「
日
本
ラ
イ
ン
」
と
命
名
さ
れ
て
い
ま
す
。　　

　

ま
た
、
織
田
信
長
の
叔
父
で
あ
る
信
康
が
築

い
た
国
宝
「
犬
山
城
」
を
は
じ
め
、
世
界
に
も

数
少
な
い
サ
ル
専
門
の
動
物
園
と
遊
園
地
が
一

体
と
な
っ
た
「
日
本
モ
ン
キ
ー
パ
ー
ク
」
な
ど

の
観
光
施
設
と
と
も
に
犬
山
市
街
や
各
務
原
市

街
、
遠
く
に
岐
阜
の
街
や
名
古
屋
駅
ビ
ル
群
、

霞
が
無
け
れ
ば
養
老
や
鈴
鹿
山
脈
ま
で
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

犬
山
国
有
林
で
は
、
こ
の
よ
う
な
場
の
特
性

を
活
か
す
た
め
、
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
に
か

か
る
森
林
整
備
の
取
組
と
し
て
、
眺
望
伐
開
を

考
慮
し
た
施
業
方
法
を
行
っ
て
お
り
、
訪
れ
る

人
々
を
は
じ
め
地
域
住
民
か
ら
も
高
い
評
価
を

得
て
い
ま
す
。

　
「
ラ
イ
ン
下
り
」
や
「
犬
山
鵜
飼
」
な
ど
の

観
光
の
折
に
一
足
の
ば
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

〈
所
在
地
〉

　

愛
知
県
犬
山
市
継
鹿
尾
山
（
犬
山
国
有
林
）

◆
ア
ク
セ
ス
（
寂
光
院
の
登
山
口
ま
で
）

○
車
で
お
越
し
の
場
合

・
東
名
・
名
神
・
中
央
道
経
由
で

　

 

小
牧
東
Ｉ
Ｃ
か
ら
尾
張
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
犬　

山
Ｉ
Ｃ
出
口
右
へ

・
国
道
四
一
号
線
経
由
で

　

 

五
郎
丸
か
ら
県
道
二
七
号
線
を
犬
山
方
面　

へ
。
犬
山
遊
園
西
に
て
右
折　

○
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
の
場
合

・ 

名
鉄
犬
山
線
犬
山
遊
園
駅
か
ら
タ
ク
シ
ー
五

分
又
は
徒
歩
三
〇
分
。

寂光院周辺の紅葉１

国宝「犬山城」

寂光院周辺の紅葉２

継鹿尾山山頂からの眺望　
中央を流れる日本ラインから右が岐阜県、左が愛知県


